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バ

ク

ス

レ

謇

が

世
を

辭・
し

て

か

ら
、

今
年
で

丁

度
十
三

年
に

な

る

が
、

學
界
は

未
だ

氏
が

死
を
追

悼

し
て

止

ま

な
い

の

で

あ

る
。

氏
が

非
凡
の

人
ε

爲
b
や

、

學
術
の

爲

め

に

蠱

瘁
し

陀

苦
心

努
力
の

物
語
は

、

今
な

ほ

學
界
の

美
談

、

後

進
の

奬
勵
ぐ

こ
し

て
、

入
々

の

記

臆
に

新
に

、

口
か

ら
口

へ

傅
へ

ら
れ
て

居
る

時

代
で

あ

る

か

ら
、

是
等
が

完
全

な
る

記

鐐
ご

成
っ

て

世
に

出
る

迄
に

は
、

ま
だ

多

少
の

時
日

を

經
過
せ

ね
ば

な

る

ま
い

。

氏
の

令
息

図
力

凵

瞬
唄

唖

冗
「

引
訓

「
11

が

著
せ

し
、

乃

父
の

傳
二

卷
の

如
き

は
、

寧

み

家
庭
ε

交
友
ビ

の

方

面
に

於
け
る

の

ク

ス

旨
に

詳
に

し

て
、

莫
大
の

丞

考
に

は

な
る

か
、

こ

れ

が

五

十

年
間
生

物
學
上
の

新

發
見

や
、

學

術
の

普
及
や

、

思
想
と

研

究
の

自
由
の

爲
め

に
、

絶
大
の

精
力
を
傾

注
む

、

常
に

雲
こ

な

b
火
の

柱
ε

な
っ

て
、

學
界
指
導
の

任
に

當
つ

沈
一

大
生

活
の

實
録
こ

し
て

は
、

何
こ

な
く

物
足

ら
譫

が

如
ー

考
へ

ら
る

ζ

の

で

め
る
。

勿
論

骨
肉
の

關
係
あ

る

者
の

著
む
た

傳
記
で

あ
る

か

ら
、

兎
角
記

逋
の

遶
慮
勝

ち
に

な
b
し
は

、

ま
だ

巳
む

を
得
汀ひ
い

事
ご

察
せ

ら
る

よ

の

で

あ
る

が
、

要
す

る

に

今
日

の

有
樣
に

て

は
、

如
何

な
る

人
の

手
に

成
る

も
、

氏
の

傳
記
は

、

多
少
斷
片

的
た
る

を

免
か

れ

皰

も

の

こ

考
へ

ら
る

ヨ

の

で

あ
る
。

　

此
頃
小

閑

を
得
て

、

　
の

ク

ス

レ

ー

格

言
集
の

翻
譯
を

試
み

陀
。

　
＝
言

宇

句
も
無

駄
の

な
い

、

強
健

逑
意
の

氏
が

文
體
は

、

到

底
余
，

が

如
き

拙
き

筆
を

以

て
、

巧
に

こ

れ

を

邦
文
に

移
す

事
は

出
來
な
い

。

唯
僅
か

に

そ
の

意
を

傅
ふ

を

得
ぱ

足
れ
b
ご

む
だ

か

ら
、

威

＼
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殿
あ

る

原
文
の

筆
致
を

、

損
す
る

事
決
し
て

少
な

か

ら
ざ
り

し

は
、

誠
に

遺
懐
の

至

り
で

あ
る
。

若
ド

し

そ
の

原
文
の

意
を
得
る

に

於

て
、

大
な
る

誤
が

な
か

つ

た

な

ら
ば

、

余
の

最
も

幸
ご

す
る

處
で

あ
る

が
、

是
ε

て

も

敢
て

深
（

自
信
の

存
す
る

次
第
で
は

な
い

の

で

あ
る
o

　

格
言
集
は

、

も
ざ
の

ク

ス

レ

ー

未
亡
人
が

、

氏
の

著
書
書
簡
等
に

散
見
す
る

金

言
敷
訓
人
生

觀

等
、

總
じ
て

三

百
入
十

五

節
を
撰

み

て

こ

れ

を
一

書
こ

な・
し

、

去
年
亠

ハ

月

を
以
て

世
に

公
に

せ

ら
れ

だ

者
で

ゐ
つ

て
、

今
爰
に

譯
出
せ

し

も

の

は
、

僅
か

に
亠

ハ

十
一

節

に

過
ぎ
沁

の

で

あ

る
o

別
に

何
等
の

意
な

く
、

全

篇
を
通
じ
て

膸
時

こ

れ

を
採
譯

し
陀

も
の

で

あ

る

か

ら
、

そ
の

數
は

少
な
い

が
、

氏
の
一

生

を
支
配
せ
・
し

思
想

、

及
び

氏
の

性

行
の
一

斑

を
窺
ふ

に

は
、

足
る

も
の

な

ら
ん

ご

信

す
る

の

で

あ
る
。

　

絡
言
集
既
に

氏
が

思

想
の

斷
片
で

あ
る
。

然
し
て

い

ま
此

處
に

譯
出

す
る

も
の

、

僅
か

に

そ
の
一

小

部
分
に

し

て
、

固

よ
り

斷
ル
の

斷
片
陀

る

に

過
ぎ
す
・

し

雖
も

、

甞
て

本
誌

に

褐
げ・
し

、

氏
が

官
像
記
の

附

餘
こ

し

て
、

こ

ζ

に

載
す
る

こ

ご
云

し

だ
。

他
日

機
會
も

あ

ら
ば

、

徇
ほ

そ

の

餘
れ
る

者
を
譯
し
て

、

更
に

こ

れ

を
増

補
せ

ん

考
な
b
。

　

　

明

治
四

十
一

年
入

月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
−

　

　

　

　

　
口

　

自
然

界
の

研

究
に

從

事
し
、

そ
の

知
識
の

増
殖

を

謀
ら

ん
ご

欲
す
る

澣

は
、

單
に

學
海
に

於
け

る

諸
大
家
の

學
説
に

據
っ

て
、

事

物
の

眞
僞
を
斷
定
す
べ

か

ら

す
。

是
等
人

士
の

爲

に

は
、

懐
疑
は

最
高
の

義
務
に

し

て
、

盲
從
は
躰

赦
〜
べ

か

ら
ざ
る

唯
一

の

罪
悪

な
り
。

　

　

　

　

　
二

　

天

賦
の

才

能
な

き
も

の

が
、

徒

ら
に

方
式
ε

勉
強
ε

に

の

み

頼
り

て
、

學
術
に

秀
い

で
、

世
に

成

功
せ

ん

ご

企
つ

る

程
、

迷
想
の

甚・
し

き
は

な・
し
o

N 工工
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三

學

術

鼕
・

其

他
有
ゆ

欠
事
の

世

界
に

於
て

は
、

衆
人

凝
議
の

中
に
は

矍
隼
べ
・
し

蠱
も

、

そ
は

僅
か

に
、

三
人

士

の

所

見
に

基
づ

き
て

發
す
る

も
の

な

り
。

　

　

　

　
　

四

　

世
に

は

よ
く

現
代
の

實
相

を
觀

破・
し

、

よ

く
そ
の

情

呪

を
反
映

代
表

す
る

を
以
て

、

偉
人
ご

稱
せ

ら
る

タ

者
あ

り
。

何
人

よ
り

も

巧

に

諸
人
の

考
を

逋
べ

し
ご

云

は

れ
し

劉
川

テ

ー

ヤ

の

如
き
是

な
り
。

深
く

現

代
に

潜
伏・
し

把

る

事
相

を

推
知

し
、

遠

き

未
來
の

發
逹
を
洞

察
反
響
す
る

に

よ
つ

て
、

偉
人
ご

稱
せ

ら
る

去
あ
り
。

デ

ヵ

ル

あ
如
き

是
な

り
。

　

　

　

　

　

五

　

論
理

的

推
斷
ご

は
、

愚
者
の

案
山
子
に

し
て

、

智
者
の

蜂

火
な
b
。

　

　

　

　

　

六

讐
の

發

す
べ

き

唯

あ
問

警
し
て

、

号
誠

冪
・

者
の

常

旨
問
す

言
は

、

・

は

眞
か

僞
か

あ
重
の

み

に
・
し

て
、

他
に

及
ぷ

の

要
な
し

　

　

　

　

　

七

世
は

苦

讐
無

識
ご

を
以
て

充

攣
。

吾
人
が

明

著
な
・

義
務
は

、

幽

各
自
が

生

活
の

小

麕
に

於
て

、

少
6
な
り

竃
こ

の

周
園

の

苦
難

を
寛
め

、

無
學
の

境
裏
に

光

明
を

輿
ふ

る

に

在
ら
て

、

吾
人
が

此
の

世

を
去
る

に

方
り
て

は
、

甞
て

此
世
に

生

れ

し

前

よ
り

は
、

少
し

な
り

ご

も

之
を
幸
輻
ε

敖
化
の

域
に

進

ま
し

む
る

に

在
b
。

　

　

　

　

　

八

　

歳
月
の

齒
は

、

何
物

を
も

噛
み

盡
く
す

を
得
る

も
、

只

具
理
に

獨

し
て

は
、

そ

の

勞
無

効
な

ら
。

N 工工
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、

　
・

　
　
　

九
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ

天

才
の

爨
力
は

、

到
底

火

饗
ざ
の

比

に

孝
。

菅
・

の

勢
を
指

導

三
き

知
識
に
．
・

て
・

缺

乏
せ

ん
か

・

咨
敵

あ

差．
別

な

く
、

そ
の

間
に

慘
毒
を

流
す
の

機
、

决・
し

て

少
し
ご

せ

す
Q

　
　
　
　
　

十

他
人
に

攀
し

て
旧
心

慮

塗
、

雅

蠡
か

に
、

蓬
の

徳
を
備
へ

、

星
寺
持
す

。

是
れ

即
ち

眞
の

紳
士

娶
の

靉
な
り
・

世

に

有
b
觸
れ

た

る

同
名
僞
物
芒

、

混
同
す
ぺ

か

ら

す
。

　
　
　
　
　

十
コ

凡
べ

て

の

入

類

誓
由
に
・
し

て
、

且
つ

奪
奪
芸
龕
は

、

假

盆
何
な
・

意
味
に

於
て

も
・

ま

茹
何
な
る

時
に

於
て

も

全

然

有
り

得
べ

か

ら
ざ
る

虚
構
事
な

b
・

　
　
　
　
　
十
二

人
口

問
題
は

、

具
に

・

れ

．

ス

フ

・

ク

ス

・

の

誉
む
・

、

如
何
な

疊
明

な
・

爲

篆
・
・

そ
の

蟹

暑
し

む
・

繁
殖

過

剰
の

慘
劇
に

比
せ

ぱ
、

如
何
な
る

問
題
も

論
す
る

に

足

ら

ざ
る

程
の

小

事
な

b
。

　
　
　
　
　
十
三

人

間
一

代
の

中
に

は
、

必

然
他
人
の

指

導
に

甘
ん

じ
て

、

・

れ
に

嬰
ね
ば

な

ら

農
ミ
ま

姦
何

な
る

障
壁
を
も

排
゜
て

・

決
然
自
か

ら

進
む
べ

き
の

時

あ
bo

　
　
　
　
　
十
四

獨

蟲
物
が
、

禦
他
の

動
物
或

播
物
に

よ
つ

・
、

そ
の

生

命
を

警
の

み

な

ら

実

蕩
鼻
焦

彪
互

蠢
撃
爭
ふ

も
の

奮
。

生
物
の

靉
を

形
成
す
・

纓
の

面
・

は
、

恰
も

警
沈
沒
せ

ん

咢
驫
の

乘

込
入
の

如

文
善
く

泳
ぐ

も

？
外

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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は
、

陸
に

逹

す
る

の

望

な
し
o

　

　
　

　
　

十

五

　

宗
敷
界
の

正

派
ご

稱

す
る

も
の

は
、

恰

も
思

想

界
の

ブ

ル

ボ

ン

家
の

如
む
。

新
し

き

は

學
ぶ

能
は

す
、

古
き
は

忘
す
る

3
能
は

す
。

　

　
　

　
　

＋

六

新’

ヒ
發
見
さ

れ
だ
る

具
理
が

、

邪

読
異

端

Σ
て

始
ま

b
．

迷
信
こ

な
b
て

終
る

は
、

歴

史
の

警
戒
す
る

所
に
・
し

て
、

何
時

も

變
b
な
き
發
逹
の

徑
路

な
う
。

　

　
　

　
　

＋

七

　

理

學
研

究
の

精
棘
は

、

そ
の

研
究
に

よ
り
て

得
だ

る

實
果
に

優
り

て
、

更
に

價
値
あ
る

も
の

な．

bO

理

論
を

無

親
し

て

信
ぜ

ら

れ

た
る

眞
理

は
、

理

論

を
鱆

重
し

だ

る

に

係
は

ら
す
陷
つ

元
る

誤
謬
よ
り
は

、

そ
の

弊
害
を
世
に

流

す
こ

ご

大

な
b
。

　

　
　

　
　

十
八

　

具
理

を
確
定・
し
、

亞
い

で

之
れ

を
世
に

報
告
せ

ば
、

理

學
は

正

に

そ
の

任

務

を
全
ふ

せ
・
し

も
の

な
b、
。

　

　
　

　
　．

＋
九

　
ク

リ
コ

ド

　

信
經

を
採
用
し
把

る

時
は

、

即

ち
理

學
が

自

殺
を
邃
ぐ

る

の

時

な
b
。

　

　
　

　
　

二

十

　

世
に

跳
梁
跋
扈・
し

た

る

誤
読

を
斃
す
を
以
て

、

新
し

き
眞
理
を

發
見
す

る

よ

り

も
、

滿
足

を
戚

す
る

人
あ

b
。

ブ

フ

ー

ス

ト

レ

ー

の

如

き

そ
の
一

入

な
夢
。

善
政
の

施

行

を
欲
博
る

が

爲
め

に
、

瞞

着
欺

騙
の

徒

を

除
く

を
以
て

、

潸
の

攝
理

を

援
く
ご

信

す
る

も
の

あ
b
・

研
究

患
想
の

畠
を
謀
る

を
以
て

・

讐
知
識
の

増
殖

を

企
つ

・

よ

蛬
を
な
す

も
の

あ
b
。

轟
の

勝
利

を

期・
し

て

そ
の

策
戰
計
畫
に

盡

瘁・
し

陀

る

カ

ル

ノ

ー

一

族
の

如
き
は

、

即

ち
是
れ
に

し
て

、

少
く
こ

も

實
際
具

理
發
見

の

戰
塲
に

望
み

、

身
に

Nエエ
ーEleotronlo ’Llbrary 　
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萬
斛
の

苦
を
甞
め

た
る

將
師
ご
、

そ
の

功
を

同
ふ

す
べ

き
者

な
り
〇

　
　
　
　
　
二

十
■

　

物
質
上
の

遘
歩
は

、

ま
た

道
徳
及
び

知
識
の

進
歩
に

關
係
な

し
ご

せ

す
。

彼
の

敏
鐙

な
る
。

ヘ

ッ

ケ

ー
、

シ

ヤ

ー

ブ

女
が

、

一

年
一

萬
磅
の

牧
入

あ

ら
ば

、

徳
操

充
實
の

生
涯
を
遘
る

敢
て

難
き
に

非
す
ご

の

觀
察
は

、

國
家
の

經
濟
に

於
て

も
、

h

ま
た

そ
の

遖
田
輝

な

し

ε

せ

す
。

且
夕
饑
餓
に

逍
ま

b
、

究
乏

爲
す

所
を

知

ら
ざ
る

人
民
が

、

毎
に

野

卑
暴
戻
の

所
行
に

陷
ゐ

り

易
き
は

、

蓋
し
ま

た

故
な

き
に

非
す

。

　
　
　
　
　
二

＋
二

　

余
は

信
ず

、

理
學
は

單
に

訓

錬
ご

、

組
織
構
成
ご

を

經
た
る

常

識
に

外
な

ら

す
ご
。

唯

理

學
が

常

識
ご

異
な
る

は
、

恰

も

老

功
の

兵

が

新
兵
ご

異
な
わ
、

錬
逹
な
る

劍
士
の

使
ふ

刀
が

、

蠻
人
の

振
り

廻
す

棍

捧
ご

、

そ
の

効
用
の

程

度
を
異
に

す
る

が

如
し
。

　
　
　
　
　
二

＋
三

　
生

存
競
爭
は

、

單
に

物
質
界
に

於
て

行
は

る
≧

の

み

な

ら

す
、

ま
た

思

想
界
に

於
て

も
然
b
。

學
説
は

、

覧

恰

も
思

想
界
に

於
け
る

生
物
の
一

種
の

如

く
、

そ
が

存
立
の

權
は

、

他
の

競
爭
者
の

抵
抗
黶
迫

に

對・
し

て
、

之
に

打
勝
つ

能
力
の

存

在
ご

、

α

併
立

す
る

も
の

な
り
。

　
　
　
　
　
二

十
圏

　
何
人

も

老

境
に

逹

す
る

ま
で

は
、

シ

エ

ー

ク

ス

ビ

ー

ヤ

を

完
全
に

會
得
す
る

能
は

す
。

假
令
青

年
の

審
美

的
本

能
は

、

”

こ

れ
に

よ

5
て

滿
足

を

戚
ぜ
ざ

る

に

非
す
ε

雖

も
、

生
活
の

晩
境
に

進
み

た

る

も
の

が
、

そ
の

豊
熟
園
滿
の

經
驗
に

照

し
て

、

は

じ
め

て

そ
の

一

致

す
る

所
あ
る

を
知
る

を

得
れ

ば

な
う
。

　
　
　
　
　
二

＋

五
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書
籍
は

、

文
學
に

は

貨
幤
な

れ
こ

も
、

理
學
に

は
表
計

器
把
る

に

過
ぎ

す
。

　
　
　
　
　
二

十
六

古
昔
哲
學
者
の

難
誤
謬
は

・

多
く

は

畠
の
駈
叩

よ
b
は

、

何

等
の

國
語
に

導
す
・

て
、

思

譽
そ

の

符

彎
る

言
語

喜
、

混

同．
し

た
る

に

基
づ

く
も

の

な

ち
〇

　
　
　
　
　
二

＋

七

　
人

生
最
惡
の

難

事
は

、

吾
人
が

何
事
も
、

意
の

儘
に

、

爲
し

得
る

の

時

期
に

於

て

遭
遇
す

。

　
　
　
　
　
二

＋
八

世
の

實

蒙
は

何

芸
へ

・

結
局
・

の

舞
を
支
配

す
・

も

の

慝
想

な
b
。

時
に

考
て

は
、

臆
測
粗

讐
流

発
る

思

想
な

b
・

啓
警
へ

・

人

告
常
の

霧
考

、

如

何

難
ざ

 

砦
に

せ

よ
、

物
の

理
は

、

祟
る

沓
正

譬
る

を

要
す

。

出

來
る

丈
け

誤

謬
よ

り

遠
ざ
か

り
だ

る

を
要

す
。

　
　
　
　
　
二

＋
九

僅
少
の

蠶
は

危
險

な
り

三
諺
は

、

冓
危
險
な
・

語
・

云

ふ
べ

き
・

b
。

知
識
に
・
し

て

眞
正

讐
な
る

羹
・
。．
し

め

ば
、

如

何

程
少

書
て

も
・

叢
な

ら
ざ

・

は

な

し
・

若・
し

僅
少
の

知
識
が

議
な

皇
せ

ば
、

危
險
の

彎・
し

裏
で

云
へ

る

程
の

知
識

を

有
す
る

も
の

、

果

し
て

何
地
に

在
り

や
o

°

　
　
　
　
　

三

＋

　

忍
耐
ご

不
撓

不
屈
の

精
紳
ご

は
、

そ
の

電

量
二

倍
の

怜
悧

に

も

優
つ

て

鱆
重
に

値
い

す
。

　
　
　
　
　

三

＋
一

余

罐
信
す

・

箇

人

蠱
雙
を
を

問
は

す
、

蒼
そ
の

行

祭
、

或
・

倫
理

の

慧
的

模
範
を

仰

募
し

て
、

之
れ

篷
せ

ん
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8

，

勉
む

る

暃
ざ
る

よ

，

は
、

甞
・

何
等
の

蘯
あ
・

箋
を

成

し
邂

戛

…
？

、

將

咨
於
て

・
・

彪
決

し
て
・

何

等

價
値
あ
る

目
的

を

逹
す
る

の

期
、

到

ら
ざ
る

べ

む
〇

　
　
　
　
　

三
＋
二

警
奨
の

鎚
は

、

誉
が

咾
、

好
の

如
何

に

關

芋
、

爲

慈
ば

な

ら

習
極

ま
つ

窘
は

、

决

然
・

れ

を
成

し

浮
得
る

の

力
を

套
。

あ
，

っ

ん

乎
。

、

れ

警
の

箜
義
た

る

べ

き

蒼
・
し
’
し

、

假

盆
何

蕈
・

・

そ

の

訓

綟
を
は

じ

む
・
・

、

」

も
・

恐

く

は

終

生
不

完
全
に

終
る

を

免
か

れ
ざ

る

も
の

な

れ
ば

な
り
o

　
　
　
ー
　
　一
二

十鬮
二

人

釜
大
の

目

曽
、

知

識
の

修

得
葦
・
し

て

行

爲
な
り
。

人
・

必

要
な
・

知

灣
量
は

、

即

ち

之

を

同
化
し

・

こ

れ

を

撰

蔑
・
し

て
、

行

爲
の

基

讐
な

す
を
得

蔓
け

修

奪
し

む
れ
ば

足

・

も

の

に

し
て

、

之
れ

以

上
を
與
ふ

れ

ば
・

却
つ

て

危
險
の

恐

な

を
芋

。

知

識
の

不

淌
化
が

、

却
つ

・

痴
鈍
を
釀

す
こ

・
、

恰
も

粱

食
に

飽
き
た
・

の

徒
が

・

身
體
の

活
動
を

缺
く
が

如

し
・

　
　
　
　
　
三

十
四

余
が

經

醫
よ

れ
ば

、

此
の

肚
に

於
て

は
、

何

事
も

放
任

し

た

儘
に

て
、

自
然
に

整
備
を
告
ぐ

る

も
の

な
し
。

　
　
　
　
　
三

＋

五

理
學

耆
否

ら
ざ

を
を

問
は

す
、

若
し

此

誓
於
・

、

嘗
て

霙
鬲
ゐ

り
し

事
な
し

芸
窘
あ

書
せ

ば
・

そ

笙
來
何

等
の

爲
す

事
も

な
く
、

手

を
束
か

ね
て

碌
々

日

を

邊
り

し
人

に

の
み

存

す
。

　
　
　
　
　
三

十
六

文
學
ご

理

讐
は

、

二

個
の

別
物
に

あ

ら

す
し

て
、

同

事
業
の

二

面
な
り
・

　

　

　

　

　

　

　

　

・

　
　
　
　
　
三
十
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

　

世
に

技
倆

才
智
あ
る

者
に

通
有
な
る

缺

點
は

、

人
か

ら
反
對
さ

れ
、

批
評
さ

る

圭

事
に

堪
え
ざ
る

に

あ
り
。

極
力

反
樹
の

態
度
を

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
　

ソ
リ　

プ

イ
　

ス

　
　ヨ
ア

イ

サ
イ

プ
ル

ス

　

ス

ク

　

ユ

ス

持

し
て

・

斯

趨
留
戦
ふ

人
・

も
、

知
ら

す
識
ら

す
、

靆
追

從

者
流
の

道

暑
な
・

を

免
か

れ

す
。

『

大

家
』

、

『

門
弟
』

、

气

學
派
』

は
、

實
に

學

界
の

呪

咀
に
・
し

て
、

學
術
研

究
の

精
祕
に

障

害
を

及

ぼ
で

、

他
の

總
て

の

敵
を
合

し
た
る

も
の

よ
り

大
な
し
。

　

　

　

　

　
三

＋

八

挺
の

人
々

は
・

單
に

學
問
こ
か

悧

誓
か

云
ふ

も

？
、

一

生
殆
ん

高
等
の

價
値
め
る

者

暃
ざ
る

を

知
ら
ざ
る

が

如
む
。

精
．

力
ご

概
括
力
に

富
み

だ
る

知

能
の

如
く
、

敏

青
の

力
に

よ

り
て

は

得
べ

か

ら
ざ
る

者
こ

そ
、

最
も

奪
重
す
べ

き
も

の

な

り
〇

　

　

　

　

　
三

＋
九

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
エ

チ

ル

ヂ
し

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
バ

シ

テ
ィ

ユ

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

イ

ソ

ぜ

ス

か

ワ
ら

　

學

術
界
に

於
て

成

功
せ

ん

ご

欲
ゼ

ば
，

能

力
、

瓸

力
、

精
力

、

ご

此
三

者
の

稀
有
な
る

結
合
を

要
す

。

若
し

此
の

三

者
を
備
へ

ん

か
・

假
命

晝
間
は

商
業
に

從
事
す
ご

も
、

必
す

餘
暇

を
得
て

、

己

が

好

む

學
問
の

研
究
に

從
ひ

、

成

功
の

期
に

到
逹
す
る

を
得
べ

し
。

此
の

三

者
の

併
備
を
缺
か

ん

乎
、

單
に

己
が

本

務
に

服
し

て
、

他
を

窺
ふ

べ

か

ら

す
。

諺
に

匙
を

作
ら
ん

こ

て

角
を

損

芝
云
ふ

ご

ざ

程
、

青
年
の

運
命
に

、

槭
多

き
は
あ

ら

じ
o

こ

れ

め
る
が

た

め
、

絡
生

文
學
や

理

學
の

周

邊
に

彷
徨
し

て
、

然
か

も
眞
に

そ
の

門

に

入
る

能
は

す
、

碌
々

何

等
の

業
績
を
も

攀
げ
得

す
し
て

、

歳
月
を

邊
る

も
の

あ
り
。

若
む

此
の

人
に

し
て

職

を
他
に

求
め

乙
な

ら

ば
、

相

應
の

効
果

を

擧
げ
て

、

瓧
會
に

有
用
な
る

個
員
だ

る

を
得
べ

か

り

し
な

ら
ん
。

　

　

　

　

　

四

十

　

善
良
な
る

書

籍
は

、

恰

も
一

片
の

肉
の

如
し
。

世
の

愚
者
は

蒼
蝿
の

如

ぐ
、

そ
の

上

に

集
り
、

各
自
が

勝

手
に

そ

の

書
よ
り

抽

き

出
す
樣
々

の

考
は

・

恰
も

そ
の

肉
上

に

産
み

付
け

ら
れ
陀

る

蠅
の

卵
が

、

蠢
爾
飽
る

蛆
こ

な
り

て

這
出
る

の

状
に

似
た
り
。

　

　

　

　

　

四
＋
口

　

兒
章
が

人
の
一

生
に

及

ぼ

す
變
化
は

、

如
何
な

る

他
の

境
遇

よ
与

も
大
な

り
。

人
の

性

情
を
圓
熟
さ

す
る
、

幼
見
の

戚
化

程

驚
く
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’

．一、

き

も
の

な

し
。

子
供
の

な
き

時
に

比

す
れ

ば
、

實
に

人
の

生

活
は

、

方
さ

に

＋

倍
の

償
値
を

享
も

の

芸
ふ

ぺ

し
・

　

　

　
　
　

四
十
二

　

兒・
童
は

聰
明
な
る

敏

訓

を
以
て

之
れ

を
導
け

、

是
れ

道
徳

な
り
。

聰

明
に

し
て

且

つ

美

な
る

事
を

以
て

せ

よ
、

是
れ

宗
敏
な
bQ

　

　

　
　
　

四
＋
三

　

意
を
决

し
て

斷

行
せ

よ
。

然

し
て

そ
の

結
果

は
、

來
る

に

從
つ

て

之

を
處
せ

。

優
游
不
斷
は

、

何

等
の

善
果

を
齎
ら

す
者
に

非

す
。

　

　

　
　
　

四
＋

四

世
は

聰
明
に

も
あ

ら
す

、

・

鳬

拿
に

も
あ

享
。

去
り

な
が

ら
、

・

の

痴

疊
偏

顔
の

難
を

補
は

ん

が

爲
め

に

は
・

嘔

吐
す

べ

き
程

戚

情
的
な

り
。

　

　

　
　
　
四
＋

五

余
が

努
む
る

甕
、

余
が

抱
負
を

タ、
實
際
の

書
三
致

せ

し

む

・

に

在
り

て
、

事
實
を
し
て

余
が

抱
負

各
せ

し
め

ん
こ
・

試
む
る

も
の

に

非
す

。

　

　

　
　
　
四
＋
六

　

現
代
の

開
化
は

理

學
の

發
達
に

基
い

す
。

試
に

理

學
の

附

輿
す
る

賜
物
を

、

我

國
家
よ

り

除
去
せ

よ
。

我

國
が

列
強
間
に

優
越
し

た

る

地
位
は
、

一

日
も

こ

れ

を
維
持
す
る

能
は
ざ

る

べ
・
し
。

こ

れ

理
學

の

力
は

、

入
類
の

知

識
ご

道
徳

上
の

勢
力
ご

を・
し

て
、

獸
力

に

勝
た

し
む
る

、

唯
冖

の

武
器
な

れ
ば

な

b
。

　

　

　
　

四
十
七

　
學
術
の
一

大
悲
劇
は

、

優
麗
な
る

假
説
が

、

醜

き

事
實
に

よ

り

て
、

殺
害
さ

る

二

に

あ
ho

　

　

　
　

四
＋
八
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何

を

蕘
全
な

魯
、

慂
．

物

蕨
効
果

を

擧

薨
・

杢
い

ふ
。

幼
時
に

在
つ

て

は
、

よ

−
そ
の

身
體
の

訓

簪
9
あ

、

意
志

の

命

倉
に

應
じ
て

、

快
然
よ

く

こ

れ

に

從
ふ

を
得

。

知

能
は

明

晰
冷

靜
に
・
し

て
、

恰
も

推
理
の

器
械
の

如
く
、

假
分
は

蒸
愾

機
關
が

一

方
蜘
蛛
の

榮
の

如
き

細
き
糸

を

績

〜
恵
へ

ば
、

ま

董
き

錨
の

如
き
も
の

を
も

鍜
ふ

を

得
る

が

勢
、

大
小

輕
重

を

通
し

て

如
何

な
る

業
務

に

も
服
す
る

を

得
。

心
裏
に

は

よ
く

自

然
の

大
法

則

を
知

得
し
て

、

ま
だ

そ

の

作
用
に

逋
曉
す

。

去
り
ぐ
」

て

萎
縮・
し

陀
る

隱
遯
家
に

非
ず

し
て

、

常

に

旺

盛
な

る

元
氣
を
鼓
舞
し

、

そ
の

威
情
は

強
健

な
る

意
志
の

渕
御
に

服
し

て
、

慈

悲
深
き

良
心
の

僕
こ

な

り
、

天
然
ご

八

爲
た
る

ε

に

諭
琴

く
、

凡
て

の

美
を
愛
す
る

を

知
る
。

卑
劣
陋
醜
を
悪
む

蛇
蝎
の

如
く
、

他
人

を

曾
重
す
る

獪
ほ

自
か

ら

を
尊
重

す
る
が

如
く

す
。

是
れ

完
全
な
る

普

逋
敏
育
の

効
果

を
普
く

擧
げ
得
陀

る

人
の

資
格
な

り

ご

謂
つ

べ

む
。

　
　
　
　
　
四
＋
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．

警
憙

・

第

百
然
の

法

則
に

就
き
て

、

人

智
を
綴

磨
す
る

に

在
り
。

然
し

て

余
の

云
ふ

自
然
こ

い

ふ

も

の

は
、

單
に

物

寧
、

勢
力
の

謂

暃
ず
し

て
、

入

乏
の

行

爲

を
も

包
有

す
。

第
二

は

愛
情

三

慧

姦
適

倉
ず
、

、

こ

の

自
然
の

法

則
に

逆
ら
は

す
、

喜
ん
で

こ

れ
ズ

ニ

致
し
て

行
動
な
さ

し
む

る

に

在
り
。

こ

の

雨
者

を
併
稱
し
て

敷
育
ご

云
ふ
。

　
　
　
　
　
五

＋

　

現
時
の

英
國
に

於
て

緊
要

な
る

問
題
は

、

石
炭
が

今
後
何

年
間

繼
績
し
て

、

採
堀
に

堪
ゆ
る

や

否
や
に

非
す・
し

て
、

理

學
の

眞
理

芒
、

理

學
者
が

研

究
に

費
す

多
大
の

勞
力
ε

を
、

正

當
に

理

會

省
察
す

る
に

在
b
。

　
　
　
　
　

五
＋
一

　

夙
ギ

グ
E

井

訓
が

解
决

せ

ん
ぐ

》
し

陀

る
、

大
問
題
の

性
質
を

知
ら
ん

ご

欲
せ

ば
、

先
づ

そ
の

大
著
に

述
べ

ら
れ
把

る

許

多
の

事
實
を

基
礎・
｝
し

、

ま

罠
が

基
の

模

簪
よ

り

て

示
せ

ら

爨
る

、

研

究
の

方
法

を
了

知
す
る

を

等
。

ダ

占
．

ン

の

聰

咢
、

事

實
を

確
定

す
る

に

要
し

陀
る

偉
大
の

精
力
‘

、

正

確
な
る

事

實
の

前
に

は
、

如

何
な
る

假
設
も
、

蔽
履
の

如
く

、

之

を

放
棄
す
る

の

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

B

宏

書
は

、

氏
が

唱

導
し

學
説

を
そ
の

鴛
の

點

ま
で

追

究
す
・

に

方
て
、

必

要
缺
−
べ

か

ら

ざ
る

も
の

な
る

べ

し
・

果

己
て

刺

i
ウ

井

ン

の

敏
へ

・
し

所
の

も
の

が
、

不
朽
の

具
理
な

る

否
や
は

、

何
人

も

今
日
こ

れ

を

豫
知

断
言
す
る

事
能
は

ざ
る

ぺ

む
ご

難

も
、

余
は
此

處
に

確
證
む
て

憚
か

ら

ざ
る

も
の

あ

り
。

そ

は

他
に

あ
ら

す
、

吾
人
の

知
識
を
し
て

更
に

近

く
ダ

ー

ウ

訓
が

逹
せ

ん
こ

せ

し
、

眞
理

の

本

讐
鐘
せ

む
め

ん

喜
ば

、

氏
が

研
究
の

方
法

を
實

讐
、

憙
專

賞
謬
貢
獻
す
・

の

精
棘
を
鼓
舞
む

・

正

確

な
る

知

識
の

増
殖
に

は
、

何

事
を

も

犠
牲
に

供
せ

ん

こ

す
る

の

决

心

な
か

る

べ

か

ら

す
ご
。

　

　

　

　

　

五
十
二

體
力
。

於
・

も
、

智
力
に

於
て

も
、

5
、

蕪
讐
於
て

も
、

斈
は

男

舌
芒
て

優
劣
な
し

芸
書

・

左
袒

す
る

の

理

姦

見
せ

す
ご

雖
も
、

是
等
の

諸
點
に

於
て

、

男
子
に

勝
り

た

る

女
子
は

、

世
に

決
し
て

鮮
な
か

ら

す
。

余
は

竊
か

に

戚
ふ

、

如

何
に

薄

弱
痴
鈍
の

も
の

こ

雖
も

、

若・
し

男
子

な
れ
ば

否

然
こ

れ

に

從
ふ

を
得
る

の

業
務
も
、

女

子
は

如

何

程
有
爲
の

も
の

こ

雖
も
、

こ

れ

に

從
ふ

能
は

す
ご

は
、

こ

れ
公

正
に

も

非
す

、

ま
た

國
家
の

政

策
こ

し
て

も
、

そ
の

當

を
得
だ

る

も
の

ご

云
ふ

を
得
ざ
る

に

非
す

や
。

　

　

　

　

　
五

＋
三

　

人
生
の

要
事
は

、

幸
顧
を

得
ん
こ

す
る

よ
り
は

、

寧
ろ

李

和
ご

自
奪
ご

を
求

む
る

に

あ

b
。

　

　

　

　

　
五

十

四

　

眞

理
が

人
類
一

般
に

廣
ま
る

は
、

成
る
べ

く
速
か

な
る

を
望
む

。

要
は

唯
、

果

し
て

そ
れ

が

眞
理
な
る

や

否
や

を
確
む
る

に

あ
り
。

　

　

　

　
　

五

十
五

人
の

生
活
は

、

恰

も
人

籍
繹
の

露
を
往

・

、

が

如・
し
。

い

つ

も
向

禦
蔭
少

な

き
が

勢
見
ゆ
。

・

れ

三
度
往

還
を
横

切

っ

て
、

彼

側
に

逹
し

て

見
れ

ば
、

雜
沓
は

望
に

前
者
ご

異

な
ら

ざ
る

を

見
ん

。

　

　

　

　

五
十
六
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苟
も
こ

の

世
に

生
き
な
が

ら
へ

て

居
る

問
は

、

常
に

、

軆

力
氣
力
の

旺

盛
な
ら
ん

を
欲
し

、

一

朝
精
力
衰

退
の

期
に

際
せ

ば
、

瞬

時

も

速
ζ

死
の

※

ら
ん

を
希
ふ

。

　
　

　
　

五
＋
七

　
節
儉
ε

は

金
錢
を

珍
藏
す
る

の

意
に

非
す

し
て

、

寧
ろ

裁
智
あ
る

法
に

膸
つ

て
、

こ

れ

を

使
用

す
る

に

在
り
。

　
　

　
　

五

十
八

　
リ

ニ

ヤ

ス

は

何
ビ

云
へ

、

人
は

理

性
の

動
物
に

非
す

。

殊
に

親
心

も
て

子
に

劉
す
る

時
に

於
て

然

う
。

　
　

　
　

五
＋
九

　
何

等
か

の

刺
戟
に

訴
ふ

る

事
な

く
し
て

、

腦
力
の

使
行
に

堪
え
ざ
る

人
は

、

速
に

職

を
手

工

に

替
ゆ
べ

き

も
の

な
も
。

二

れ

頭
腦

を
使
ふ

陀
め

に
、

生
れ
泥
る

入
に

非
ざ
る

を

證
す
る
、

自
然
の

表
示

な

れ
ば

な・
り
。

　
　

　
　

六
＋

　
信
仰
の

理

性
的

墓
礎
ご

稱

す
る

も
の

は
、

往
々

吾
人
が

本

能
を
批
護
す

る

た

め

起

し
た
る

、

極

端
な
る

沒
理

的
の

企
圖
だ

る

事
を

忘
却

す
べ

か

ら

す
。

　
　

　
　

六

＋
闘

　
凡

そ

此
の

世
に

、

人
間

程
奇
怪
な

る

も
の

は

あ

ら
じ
。

馬
の

紳
經

質
ご

、

驢
馬
の

執

拗
ご

、

騎
駝
の

惡

意
こ

の

混

合
物
に
・
し

て
、

只
時
々

、

光
朋
赫

燿
だ

る

天

使
の

靈
容
が

、

そ
の

間
に

出

沒
往

來
す
る

を

見
る
。

然
・

し

て

若
し
、

　一

朝
何

事
も

意
の

如
ー

爲

す
を

得

る

の

地

位
に

逹
せ

ば
、

如
何
に

し
て

も
之

を

御
す
る

能
は

ざ
る

の

動
物
な

り
。
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